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さらに強くなりました。大きな大学では、授業が

終わって一歩教室を出ると、教師も学生もお互い

に知らん顔をしてすれ違うのが普通でした。単位

のためだけの、教室の中の繋がりが教育のすべて

では無いはずです。 

 最近、IIMS の多文化交流活動にかかわってきた

インドネシアのウィラスティさんが北海道の東川

町の国際交流員となったことからこの町が似たよ

うな考え方をしている事を知りました。人口 8000

人程度の東川町では、基幹産業の農業とのバラン

スを取るために「あくまでも 8000 人規模を維持」

することを目指しており、その考え方を「適疎（て

きそ）」と表現しています。「適疎」とは過疎でも過

密でも無く「適当に疎がある」という意味で、「互

いに顔が見えて名前を呼びあい、3 つの『間』（仲

間、空間、時間）を共有でき、なおかつ一定の行政

サービスの水準を保てる人口規模が適疎です。」と

町長が記しておられます。 

IIMS の諸活動においても学校や東川町と同じ

ようにお互いの顔を見て名前を呼びあうことので

きるサイズを大事に考えていきたいと思います。

小さいことを良しとする活動の維持には多くのイ

マジネーションと独創性が求められますが、そこ

に私たちが目指す平和への活動があります。。 

鷺の宮卓話 

名を呼びあえる繋がり 

太田敬雄  

 

 

 若いころ、私は二つの対照的な高等学校を教

師として経験しました。一つは 5000 人の生徒を

収容できるアメリカのマンモス校。もう一つは

母校、玉川学園の分校で総生徒数 120 名、教員

数 8 名の小さな学校でした。 

 最初の学校は半年、次は 1 年半という短い経

験でしたが、それが私にとっては非常に貴重な

学びの場となりました。その経験から私は学校

のサイズから教育について考えるようになり、

到達したのが「全ての先生方が全生徒の名前と

顔が一致していて、先生は生徒の背中に向かっ

て名前で呼ぶことのできるサイズが学校の理想

的なサイズだ」という思いです。生徒数で言えば

200 名程度が限度でしょうか。 

別の言い方をしますと、教師と生徒がお互い

に「人と人」として交わり、教師も生徒も共に成

長することができるサイズが学校としての適性

サイズだと思うのです。 

 その後、大学で教えるようになり、この思いは 
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2023年度総会のご案内 

2023年 5月 27日（土）14 時～15時 

今年の総会は昨年に続きオンライン（ZOOM）での開催といたします。正会員の皆さまはメール・LINE

などにて出欠をご連絡下さい。 

＜議題＞2022 年度事業報告、2022年度会計報告、監査報告 

2023年度事業計画、2023年度予算、役員人事  

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 

【賛助会員、学生会員の皆様へ】総会の陪席や懇親会へのご参加も大歓迎です。 

参加ご希望の方は 5月 20日までにご連絡下さい。 
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IIMSの会員になって平和な地球を目指す活動を支えてください 

入会ご希望の方は、振込用紙に「入会希望」と記載の上、正会員は 3000円、賛助会員 2000

円お振込みください。いずれの場合も入会金は戴いておりません。 

なお、正会員は総会における議決権を有します。賛助会員・学生会員には議決権は有りませ

んが、ご希望の方には総会に陪席していただくことができます。 
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「友達の輪が目指す平和な地球社会創り」 

今の時代は、この活動を増々求めるようになっています。皆様に支えられ、使命感を持って、 

これからも「多文化交流活動」「オムニバス講座」を始め、諸々の活動を力強く進めて参ります。 
 

会費及びご寄付のお振込みについて： 

【クレジットカードによる手続き】 
下記 QR コード、もしくは IIMSのホームパージから 

アクセスして頂き手続き・ご登録ください。 

 

        研究所（IIMS）のホームページ 
         http://www8.wind.ne.jp/mthc  

 

       

 

 

 

 

 

 
会費やご寄付のお振込み、有難うございます。皆様に支えられて 2023年度に向かいます。   

会費のカッコ内は年度。カッコ無しの氏名のみは 2022年度会費。敬称は略させていただきます。 

学生会員 2022年度入会： 井上華、中沢朱里、 

正会員会費（年 3,000円）：荒井美幸 

賛助会費（年 2,000円）： 佐俣由香、水木健一、坪井教由、伊藤優子、前田浩、吉野愛子（23）、 

李孟蓉、山縣英明（23）、佐俣英司(23,24)、伊藤義彦(22,23)、新井瑞穂(23)、小林久子(23)、 

上田暢子(22,23)、近藤佳代(23)、 

一般寄付： 佐俣由香、山縣英明、伊藤義彦、新井瑞穂、小林久子、木戸美歌、藤木真優、 

前田浩、 

毎月寄付： ファン翠、樋本達之、福崎結子、根岸大輔、Rosdiana Febrianti、藤本恵大、 

内野春香、片岡謙。 

 

 

           

 

 

 

 

 

編集後記： ◎IIMS発足当時から支えて下さった

会員の方々が、お歳を召されたために退会される

方が増えています。長年のサポートに心より感謝

すると同時に、そんなところでも自身の老いを感

じます。私は 3月 25日で 81歳になりましたが、

生かされている内は平和な社会実現の夢を見続

け、その夢の実現に向けて多文化交流や日本で働

く人々のための交流の企画などの活動し続けてい

く覚悟です。さらには日本語教育の分野でもでき

ることが有るのではないかと考えています。とに

かく、声を大にして平和を語り続け、汗すること

を続けて行きたいと思います。（敬） 
 

ニューズレターのお届け方法について: 
 現在、ニューズレターは紙媒体でお送りしている方と、メールでお送りしている方が有ります。

お届け方法の変更希望がございましたら iims.since2000@gmail.com にご連絡ください。 

【振込用紙による手続き】 

郵便振替口座：加入者名 国際比較文化研究所 

口座番号 00510-1-61974 

 

ニューズレターを郵送させていただいた皆様には、振

込用紙を同封させていただきます。これは請求書では

なく、一律に皆様にお送りしているもので、すでに会

費をお振込み下さった方にもお送りしています。 

発 行：特定非営利活動法人国際比較文化研究所 

事務所：379-0124 群馬県安中市鷺宮 3413-3 

電 話：027-382-5998 FAX:027-382-6393 

研究所：http://www8.wind.ne.jp/mthc 

メールアドレス：iims.since2000@gmail.com 

まなぱる： https://www.manapal.jp 

  メールアドレス：mail@manapal.jp 

郵便振替口座：加入者名 国際比較文化研究所 

口座番号 00510-1-61974 

ご入会状況及び会費・寄付振込状況（22.12.8.~23.3.10.） 

カード振込は（22.12.1.~23.2.28.） 

 

メールでニューズレターをお送りしている方々には振込用紙をお届けできません。特に会費の請求はお送りし

ておりませんが、郵便局の振込用紙、もしくはカードでお振込みくださいますようお願いします。 

振込用紙の場合、会費か寄付かを通信欄にご記入くださいますようお願いします。 

http://www8.wind.ne.jp/mthc
mailto:iims.since2000@gmail.com
http://www8.wind.ne.jp/mthc
mailto:iims.since2000@gmail.com
https://www.manapal.jp/?fbclid=IwAR3hhLFlpn2oohQ5tMnXsbtwiFOHA6R-X5CV9LiQJU7Df5rk88pjqGSR0hA
mailto:mail@manapal.jp

